
 

 

 

 

 

 

 

第 1978 回例会  

平成 30 年 12 月 10 日(月) 
12:30～ 海南商工会議所４階 

ゲスト卓話 紀州漆器協同組合 

専務理事 田村 彰男 様 

 

１．開会点鐘       

２．ロータリーソング       「奉仕の理想」 

３．ゲスト紹介     紀州漆器協同組合 

 専務理事 田村 彰男 様 

４．出席報告 

会員総数 42 名   出席者数 20 名 

  出席率 48.78 ％  前回修正出席率 82.50 ％ 

 

５．会長スピーチ      会長 山畑 弥生 君 

皆さん、こんにちは！寒いですね

ー！先週が温かかったからか？骨

身に堪えます。身体を冷やすと免疫

力が低下するそうなので、せめて心

がほっこりするような例会になる

よう努めたいと思います。 

それでは、先ず始めに、ゲストの

田村 彰男 様、お忙しい中、ようこ

そ！お越し下さいました。田村様には、市役所にお勤

めの頃から飲食業組合の活動などで大変お世話にな

っており、何度かご相談させて頂いたことがあります

が即対応でフットワークがとても素晴らしくいつも

敬服しております。スピーチ楽しみにしておりますの

で後程宜しくお願い致します。それから上野山さん

12 月 9 日、地区のクラブ雑誌・公共イメージ委員長

会議にご出席ご苦労様でした。 

さて、今月は「疾病予防と治療月間」となっており

ます。この月間も先月お話し致しましたロータリー財

団グローバル補助金の 6 つの重点分野の一つですが、

そのお話をする前に疾病と病気の違いは何か？と疑

問に思いましたので調べてみますと、疾病は、医学的、

生物学的に定義されるもので、お医者さんなどの専門

家が診断するものだとあります。要するに治療が必要

であると医師が判断したものが疾病です。病気は、疾

病の為に具合が悪い状態を指し調子が悪いと云った

本人の主観的な感覚も含むとのことです。若い頃、皆

さんも何度か掛かった事があると思いますが恋の病

も列記とした病気だそうです。余談はさておき「疾病

予防と治療月間」の目的は、疾病の原因と影響を減ら

す為の活動と研究を支援することで、具体的には、1）

地域社会の医療従事者の能力の向上 2)伝染病の伝播

（伝わり広がっていくこと）を食い止め、非伝染病（疾

病又はケガ等）の発生と、それによる合併症を減らす

為の疾病予防プログラムの推進 3）地域社会の医療イ

ンフラ（いわゆる病院施設や医療機器等）の改善 4)

主な疾病の蔓延を防止することを目的とした地域住

民への教育と動員（生活習慣病対策等もこれに含まれ

る） 5)疾病又はケガによって引き起こされる身体障

害の予防（リハビリ等） 6)疾病予防と治療に関連し

た仕事で活躍して行くことを目指す専門職業人の支

援、要するに疾病予防と治療に関連する大学院課程や、

その教育的要素に焦点を当てた職業研修チームのた

めの奨学金支援となっています。以上が主な目的です

が、最後に健康とは、どう云う状態なのか調べてみま

すとＷＨＯ（世界保健機関）憲章の文章の冒頭に肉体

的にも精神的にも、そして社会的にも、すべてが満た

された状態にあることを言うと謳われています。 

当クラブのメンバーは、心が健やかで社会的にも満

たされた方ばかりだと思いますが来週は今年最終例

会となります。どうぞ確り体調管理をして頂き、ご出

席の程、お願い申し上げ終わります。 

 

６．幹事報告                 幹事 中村 俊之 君 

○メーキャップ 

寺下  卓 君   羽曳野ＲＣ  12 月 5 日（水） 
○例会臨時変更のお知らせ 

和歌山ＲＣ  12 月 18 日（火）→12 月 18 日（火） 
17：30～ ホテルグランヴィア 

「年末家族会」 
有田ＲＣ    1 月 10 日（木）→1 月 10 日（木） 

18：00～ 橘家「新年夜間例会」 
1 月 31 日（木）→1 月 31 日（木） 

12：30～ 木本産業（株）３Ｆ 
ローテーションデーのため 

高野山ＲＣ   1 月 11 日（金）→1 月 12 日（土） 
17：00～ 新年例会 
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○休会のお知らせ 

和歌山ＲＣ   12 月 25 日(火)  1 月 1 日(祝) 
有田ＲＣ    12 月 27 日(木)  1 月 3 日(木) 
和歌山城南ＲＣ 12 月 27 日(木)  1 月 3 日(木) 
高野山ＲＣ   12 月 28 日(金)  1 月 4 日(金) 

 

７．委員会報告 

○ロータリー財団委員会  副委員長 花田 宗弘 君 
 US100$ 100％達成表彰 
会員全員が、寄付分類に関

わらずロータリー財団へ寄付

を、一人当たりの平均寄付額

が少なくとも 100 ドル達成し

た証。 
○同じく毎年、会員全員 US100$ 100％達成（Every 
Rorian, Every Year）したロータリークラブの証。 
 
８．米山功労者の表彰       寺下 卓 君 

 

 

 

 

 

 

 

９．ゲスト卓話     紀州漆器協同組合 

専務理事 田村 彰男 様 

最初にプロモーション DVD を見

てください。紀州漆器(黒江塗)の歴

史は、室町時代に紀州木地師によっ

て渋地椀が作られたのが始まりだ

といわれています。はじめは、根来

寺で僧侶達が寺用の膳・椀・盆・厨

子などの什器を自ら作ったのが紀

州漆器の起源とも言われ、秀吉の根

来攻めで難を逃れた僧がその技術、技法を海南黒江地

域で漆工に従事したことから広まりました。徳川中期

頃は、紀州藩の保護のもとで栄え、その後、技術も進

歩し、天道塗、錦光塗、シルク塗などの変り塗が考案

され、昭和 53 年には通商産業省から「伝統工芸品」

として「紀州漆器」が指定されました。 

また、これらの歴史と

技術を持つ人には、現在、

経済産業省大臣認定の

資格「伝統工芸士」の称

号が与えられ、伝統的工芸品産業を継承しています。 

下駄市が始まったのは、江戸時代末期からだと言わ

れています。当時、黒江地区はすでに「黒江塗り」と

して漆器作りが盛んで、「生地」「下塗り」「中塗り」

「上塗り」「蒔絵」「沈金」などの工程があり、黒江の

町は 2,000 人位の人が働いていました。当時はお盆と

正月くらいしか休みはなく、お盆に従業員の帰省に新

しい下駄を持たせたりしたことが始まりで、店を出す

ようになったようです。人がたくさん集まり、露天の

店も出て賑やかになり、現在は夏の風物詩となってい

ます。また、毎年 11 月の第 2 土・

日曜日、黒江の川端通り周辺で開

催される「紀州漆器まつり」も、

歩行者天国となり、漆器の他、日

用雑貨や手作り商品、食べ物など

の露店がならびます。紀州漆器伝

統産業会館（うるわし館）を中心

に漆芸作家展や蒔絵体験、掘り出

しもん市が催されます。 

ロータリーでお土産や記念品等、必要なときは、是

非、お声がけください。 

 

10．閉会点鐘 

 

次回例会  12 月 17 日（月）第 1979 回 例会 

12:30～ 海南商工会議所 4F 
会員卓話 花畑 重靖 君 

2021 年「国民文化祭」について 

 
 

 

 

深谷 政男 君  田村 様、卓話、宜しくお願いし

ます。 
山畑 弥生 君  田村 彰男様、卓話、宜しくお願

いします。 
田岡 郁敏 君       〃  
千賀 知起 君  田村さん、今日はよろしくお願

いします。 
寺下  卓 君  12 月です。今年も和歌山第九合

唱団を聴いてきました。役 100
人の人が出演。私の家内と魚谷

さんの奥さんも歌いました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クラブ会報・広報・雑誌・IT 委員会    委員長：上野山 雅也  副委員長：清水 敏光  委員：阪口 洋一  千賀 知起 


